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ルースハウジング方式における乳牛の多頭飼養技術

今　村　照　久

（東北農業試験場）

1　ま　え　が　き

昭和5°年農業基本法が制定されるや，これに対応

する技術研究の必要から，58年農業技術部が新設さ

れ．場内永年牧草地50haを田畑交互利用ができる大

区画水田24・1ha（1区画2．5～0．7ha）に造成し，

40年5月その北隅にルースハウジニ／グ方式牛舎を新

築した○以来，水田作の総合生産力向上の一環として，

田畑交互利用を中心とした乳牛の多頭飼養技術体系の

確立に関する研究に着手した。

乳牛舎は，現在スタンチョソ式と建築費の軽減，省

力化から考察されたルースハウジング方式やその変形

とがある○ルースハウジング方式牛舎はFra8err1904）

が初めて報告して以来，主としてアメリカにおいては

これの構造，乳量，乳質，飼料及び敷料の消費量，衛

生，管理労力について数多くの報告がある。一方，我

が国ではこの種の研究は極めて少ない。

まず58，59年にスタンチョン式とルースハウジン

グ方式牛舎の乳牛飼着の比較検討を行い，この予備試

験の結果をふまえ，41年以後15～10haを粗飼料

の生産基盤とし，50頭親模（成牛20頭，育成牛10

頭）のルースハウジこ／グ方式の経済性を検討した。

2　乳牛の飼養管葦空法

ルースハウジングは搾乳牛50頭規模のもので，運

動場を中心に休息室，分娩房と搾乳室（単列タンデム

5頭，パイプライン，バケット兼用）をも型に配置し，

運動場の中央にバンカーサイロ2基と乾草置場を設けた。

搾乳牛は乾乳，育成牛に分けて群飼い，哺乳積はべ

第1表　乳 ．1巨L
劇．

ン飼いとした。搾乳時刻は7時，16時で，乳量10

吻以下は午後1回，5吻以下になると乾乳した。搾乳

時に濃厚飼料を乳量に応じて夏季は20～25廃，冬季

は25～50喀給与した。

粗飼料は夏季（5月10日～10月20日）は41～

44年時間制限放牧，45年以後刈取り給与（1頭50毎）

とし，冬季は牧乾草を成牛山タ，育成牛5毎とグラス

サイレージを自由採食させた。

種付は主として昼間発情発見の都度．凍結精液によ

る人工授精を行い，毎月1回体重測定，乳質（脂肪，

固形分，乳房炎）検査を実施した。

5　調　査　結　果

1．泌　　乳

（1）乳量：年度別推移は第1表のとおりで，平均乳

量は成牛1頭当り5，200～4，500毎で，全国平均とほ

ぼ等しく，搾乳牛1頭当り5，500～8．20口吻を示した。

（2）乳質：脂肪，無帽固形分（SNF）率の変動は第

2表のとおりで，脂肪率は平均5．5～5．5喀であるが，無

脂固形分率は平均8・05多で産次が進むほど，または夏

季に低かった。

（31搾乳性：1回の搾乳量がd～9晦のとき．搾乳

時間は平均5分20秒，平均搾乳速度は1．44廃／分，

最高搾乳速度は2・8晦／分，濃厚飼料2．5毎の採食時

間は7分20秒で，ミルカーの装着時間の約40肇は

後搾りと空搾りの時間であった。また搾乳時随と平均

搾乳速度及び最高搾乳速度に到達する時間の問に高い

表型相関（－0．8）がみられた。

∴
成 牛

頭 数

搾 乳

頭 数
総 産 乳 量

平 均 乳 量

（毎 ／ 頭 ）
給 与 養 分 量 （T ］）N ） （全 搾 乳 牛 当 り毎 ）

T I）N

1 吻 当 り

産 乳 量

渡 厚 飼 料

給 与 比 率

（T I）N ）

濃 厚

飼 料
乾　 草 サ イ レ

ー ジ
生　 草 計成　 牛 搾 乳 牛

4 1

頭

20．5

頭

14．9

　 毎

87．0 8 4 4，2 89 5，8 45 14．700 12，9 75 8，9 28 14，55（～ 5 1，157

　 吻

1．5 4

　 卑

28．7
4　2 18．4 12．2 7 0．8 7（5 5．8 52 5，8 10 14，195 11，14 7 ろ8 45 11，°4 7 44，85 2 1．42 5 1．7

4　5 18，5 15．4 82，98 5 4 ，48 5 8，19 1 16，9 59 14，2 24 占．5 21 12，229 4男7 55 1．52 54 ．1
4　4 19 1 15．7 80．0 19 4 ，18 9 5，8 4 1 17；9 9d 1 1，55 0 8，9 49 11，99 7 48 ，47 2 1．5 1 S Z 1

4　5 17 5 10．2 5占，d 19 5，25 5 5，55 1 14，0 59 6，4 51 4，5 12 11，6 5 5 5（～．4 5 7 1．44 58．5
4　° 20・5 】 12．1 75，08 7 5．69 9 璽　d・20 8 15，194 8 ．129 5，784 1占，4 90 45 ．57 7 1．47 28．9
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第2表　乳質の年度，月別の変動

てこ
言 、 項 云月 別

4 5 d 7 8 9 10 11 12 1 2 5

4 1

乳　 量 αめ 585 8 59 8 07 508 45 2 59 7 5 50 54 5 4 14 475 49 0 589

脂 肪 率（喀） 5．0 2 5．08 5．54 5．45 5．28 5．5 6 5．87 4．19 5．7 0 5．4 8 5．54 5．08

S　 N　 T （痴） 8．07 8．18 8．25 7 88 7 9 5 7 9 9 8．18 8．48 8．25 8．15 7 9 0 8．00

4　2

乳　 量 ¢め 559 85 1 588 5 19 459 42 9 5 7 4 5 02 44 7 459 505 598

脂 肪 率（喀） 5．06 5．2q． 2．95 5．2 0 5．59 5．4 0 5．5 5 5．8d 5．8 1 5．88 5．44 5．5 9

S lJ F （喀） 7 8 6 8．04 8．04 7 8 5 7 9 2 8．0 4 8．0 7 8．18 8．18 8．0 4 7 9 5 7 9 5

4　5

乳　 量 伽 ） 54 2 7 25 8 22 8 28 54 1 5 05 4 9 5 5（～8 4 59 47 1 5 72 48 7

脂 肪 率（喀） 5．12 5．64 5．14 5．25 5．2 8 5．54 5．54 5．5 2 5．45 5．7 0 5．7 1 5．50

S ：Ⅳ＋F （喀） ス80 8．28 8．0 2 7 8 5 ス89 7 9 2 8．1（； 8．05 8．07 8．20 8．22 8．09

4　4

乳　 量 ¢め 4 8 4 8 2 1 508 524 54 1 4 87 44 7 45 5 5 85 4 20 48 1 55 0

脂 肪 率（多） 5．11 5．55 5．58 5．5 9 5．24 5．2 7 5．2 9 5．5 5 5．8 6 5．75 5．5 1 5．55

S　N　 F （痴） 7 8 4 8．52 8．10 8．00 7 75 7 9 1 ス88 8．19 8．22 8．19 8．08 8．0 5

4　5

乳　 量 快め 5 15 6 47 5 49 550 48 5 44 1 4 5 1 45 2 ・5 4 5 5 5 1 5 09 5 18

脂 肪 率（多） 5．d 4 5．5 5 5．4 1 5．4 1 5．5 8 5．6 5 5．87 5．8 d 5．8 2 5．8 2 5．5 8 5．54

S　N　 F （鯵） 7 9 0 8．2 7 8．1 1 7 85 7 77 8．0 8 8．40 8．0 8 7 8 4 8．0 1 8．0 8 7 85

4　8

乳　 量 ¢め 54 0 698 8 24 587 55 5 49 5 48 2 5 59 4 18 4 98 4 42 557

脂 肪 率（多） 5．4 0 5．09 5．2 2 2．8 7 5．11 5．22 5．58 5．7 8 5．5 8 5．5 7 5．28 5．2 5

S　N　 F（痴） 7 7 9 7 99 8．00 7 9 4 7 8 7 ス89 8．15 7 9 7 8．18 8．0 0 8．02 7 94

平　 均

乳　 量 （如） 554 d 5 8 5 8 0 549 49 8 4 59 455 5 75 4 11 4 4 2 45 0 545

脂 肪 率（多） 5．25 5．28 5．24 5．28 5．28 5．4 1 5．5 2 5．79 5．8 7 5．8 0 5．5 1 5．55

‖S N　 F 揮 ）i 7 88 8．18 8．09 7 8 9 7 8 2 巨” 7 8，14 8．15 8．11 8．10 8．04 7 98

2　繁　　殖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全出生に対して5．5肇であった。更に初産月令51．5月

季節別の分娩回数は春51．1多，夏12．1帝，秋14．9‰　　令，分娩間隔15．8月，種付回数1・8回，受胎率72．9多

冬41．9多を示し，季節によって分娩の起こる回数が明　　を示した。

らかに異なった。分娩時刻は夜間（18～6時）が55．8　多　　　また，28顕の分婿季節と乳量との関係は第5表の

を占め，性比（苧：8＋？）は年度別にいずれも50喀　　とおりで，分校季節が総乳量，搾乳期間．最高日量に

以上で8に偏りを示し．平均55．8啓で，双子の出生は　　影響していることは明らかであった。

第5表　分埠季節と乳量との関係

区　　　　　　　 分 例　　 数 平均 産次 総　 乳 量 搾乳期間 最高 日量
同　 左

到達 日数

春
2 産以上 18 5．5 5，728．4毎 545．4 日 28．5 5吻 45．1 日

（5 － 5 月 ） 初　　 産 5 1．0 5，8 15．0 2 85．0 2 1．9 2 45．2

夏
2 産以上 d 5．5 5，095．9 5 58．5 2 5．85 15．5

（ 8 － 8 月 ） 初　　 産 2 1．0 4，748．占 5 58．0 2 1．50 18．5

秋
2 産以上 1 0 5．5 5，6 86．4 547 8 25．79 44．8

（9 － 1 1 月 ） 初　　 産 0 － ー － － －

冬
2 産以上 19 5．5 8，125．2 5 45．2 2（～．88 88．5

（12－ 2 月 ） 初　　 産 1 8 1　 1・0 ． 5．9 77 d 28 1．7 1 20・2 9 92．5
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5．敷料の消費量

数わらの年度，季別の消費量の推移は第4表のとお

りで．年間平均4・1枚夏季に若干多く消費した。

第4表　敷わらの消費量（んか／頚）

憲 、
夏　　　 季 冬　　　 季

5 ′） 1 0 月 1 日 当 り 1 1 － 4 月 1 日 当 り

4 1 9 二枚 9 5 ． 1 7 9 5 ．4 4 ．4

4　 2 8 6 1．0 4 ．7 7 94 ．4 4 ．4

4　 5 d 8 1．5 5 ．7 7 54 ．2 4 ．1

4　 4 7 5 8 ．8 4 ． 1 8 5 8 ．0 5．5

4　 5 8 5 鼠 9 4 ．7 5 0 8 ．7 2 ．8

4　8 7 7 8 ．5 4 ．2 5 7 R D 5．2

平　 均 8 1 1．2 4 ．4 8 7 7 6 5．7

4．衛　　生

生が多いが，ルース／、ウジングの結果とは認められない。

第5表　疾病事故発生件数

　　 年　 度

病 名
4 1 42 4 5 44 4 5 4 8

‘カ年 合 計

件 数 頭 数

乳　　　 房　　　 炎 4 2 9 7 8 5 55 1d

蹄　　　　　　　　 病 0 1 0 0 1 0 2 2

乳　 頚　 損　　 傷 0 0 0 1 0 0 1 1

後　 産　 停　　 滞 0 1 1 0 2 0 4 4

結　　　 膜　　　 炎 0 0 D 0 0 1 1 1

創 傷 性 第 二 胃 腹 膜 炎 0 （1） 0 0 0 0 rl） （1）

産　 後　 起 立　 不 能 0 1 1 2 1 0 5 4

計 4 d 1 1 10 12 4 4 7 29

注．（）内は死亡したもの。

5．管理労力

45年度の放牧による家畜と圃場管理時間は第6表

のとおりで，家畜管理は年間成牛1顛当り約150時間

で，畜舎，圃場管理を含めると208時間となる。また，

疾病事故発生件数は第5表のとおりで・乳房炎の発　1頭当。作業時間は搾乳に次いでポロ出し作業であった。

第8表　家畜，圃場管理時間（時／全頭）

　 月 別

項 目
4 5 d 7 8 9 1 0 1 1

家 畜

管 理

一般 管理 154．50 172．9 5 18 1．8 9 175．85 18 2．0 8 18 5．24 18 父2 5 159 48

特 殊 管 理 155．79 115．78 108．74 14 0．08 1 18．88 1 15．8 2 144．8 9 108．9 9

計 288．0 9 28（～．75 2 70．45 5 15．7 1 29 8．9 4 29 R Od 55 4．12 288．4 5

畜 舎 機 具 管 理 1 02．0 0 98 ．25 9占．0 0 10 1．2 5 102 ．00 104 ．8 5 18 5．0 0 105．50

圃　 場　 管　 理 20，5 0 155．8 5 15 7 4 5 12 2．59 9 1．5 5 48．25 5 8．25
－

合　　　 計 4 10．59 558．8 5 505．88 559 55 49 2．55 45 2．20 57 5．5 5 5dR 95

雇 庸

労 力

時　 間
－ 84．10 75．82 88．54 － 15．64 1R 45 －

人　 員 l 1 1 10 1 1
－ 2 5 －

　 月 別

項 目
1 2 1 2 5 合　　 計 1 頭 当 り時 間 比　　 率

家 畜

一般 管 理 150．08 11貸85 1 15．18 150．0 0 1，89 1．45 5°．8 2（ 74．47 ） 56．2 喀

管 理
特 殊管 理 127 08 98．22 94．55 10 7 1 1 1，40 7 8 9 42．2 9（ 55．42 ） 28．9

計 2 57 14 2 17 85 20 7 5 1 2 57 11 5，299 14 9 R l l（12父8 9 ） 85．1

畜 舎 機 具 管 理 10 1．82 9 8．00 97 59 105．09 1，295．55 58．8 8（ 50．9 2） 24．7

圃　 場　 管　 理
ー － － － d2鼠7 1 18・9 2（ 2 5．14 ） 12 ．2

合　　　 計 558 ．98 5 15．85 5 05．10 582．20 5．222．40 158．8 7（20 5．9 5 ） 100．0

雇 庸

労 力

時　 間
－ － － － 28 1．55

人　 員
－ － － l

5 7 ！

荘・（）内は成牛換算1頭当りの時間である。
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占．調査結果の経済性　　　　　　　　　　　　　　た。また．牛乳100辱当り生産費は第8表のように第

45年度の放牧による牛乳生産の損益計算は第7表　1次生産費で4．か8円を要し，生産費計算の限りでは

のとおりで，当期利益として10万7千円余を算出し　128円の黒字となった。

第7表　牛乳生産損益計算書

支　　　　　　　　　出

費 金　　　　額

建　　物　　費

構　築　物　費

幾　械　設　備　費

器　　　具　　　費

乳　牛　依　却　費

飼　料　費　計

濃厚飼料費
粗　飼　料

敷　　　料

材　　　料

繁　　　殖

賃

費
費
費
料

労　　　働　　　費

当　期　利　　益

合　　　　　計

4又140円

75，879

190，982

41．115

840，800

1，92鼠950

978，586

951，5（54

191100

158，840

51，590

4，800

87ス400

107．占59

4，1ロス055

収 入

金　　　　額

金
金
金

代
代
代

乳
牛
肥

牛
子
厩

ノゝ
仁こ1 計

5，880，055円

245，000

178．00D

4，101055

第8表　牛乳100吻当り生産費

費　　　　　　　 目 費　　　 用 比　　　 率

昭和 45 年全国搾乳牛

15 ～ 19 頭

規　 模

20 ～ 29 頭

規　 模

建 物 ・ 構 築 物　 費
円 多 円 円

1 5 0 5 7 0 7 5

按 械 ・設 備 器 具 費 2 7 9 d 9 1 1 0 8

乳　 牛　 償　 却　 費 7 7 2 1 d 4 0 1 4 0 8

飼　 料 ・ 敷　 料　 費 2，5 5 8 5 5 2，1 2 7 2，5 1 1

材　　　　 料　　　　 費 1 8 8 4 5 8 5 0

繁　　　　 殖　　　　 費 5 8 1 － －

畜　　　　 力　　　　 費 － － 5 －

賃　　　　　　　　　 料 d 0 1 7 9 1 6 4

労　　　　 働　　　　 費 8 1 4 1 7 7 5 9 d 9 8

費　　 用　　 合　　 計 4．8 0 5 1 0 0 5，8 5 0 5，8 1 2

副　 産　 物　 価　 額 5 0 8 － 5 8 9 5 8 9

第 1 次　 生　 産　 費 4，2 9 ° － 5．2 （5 1 5．4 2 5

販　　 売　　 価　　 額 4，4 2 2 －

往．1減価償却費は「農畜産業用固定資産評価標準」（昭和44年度）より計算

2　乳牛償却費は1頭当り27万円に評価し，残存率20多耐用年数d年で求めた。

5　副産物の子牛価額は実際の取引価額（雄子牛5千円，雌子牛5万円）とした。

4　昭和45年全国搾乳牛の生産費は昭和45，44年畜産物生産費調査報告（昭45．12）に
よる。
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4　普及に移せる技術

多頭飼育普及の一般的問題として指摘されている管

理労働と乳量，乳質については，粗飼料の多給と品質

の向上とを前鍵として，本研究から次の解決点が普及

の重点となる。

1　家畜管理作業時間の短縮

家畜管理労働は成牛1頭当り全国平均551時間に比

べて150時間に短縮された。

2　乳質特に無脂固形分の低位と飼育条件

産乳量の低下，無脂固形分率の減少をもたらさない

よう粗飼料の品質の向上．濃厚飼料の適正な給与量に

注意する。

5　研究上の問題点

本研究の結果から，ルースハウジニ／グ方式による乳

牛の多頭飼養技術は省力効果が大で，多頭数飼育の可

能性が兄いだされた。しかし，なおいくつかの問題が

残っている。その主なものは次のとおりである。

1粗飼料の給与比率

濃厚飼料と粗飼料との適正な給与比率の検討並びに

給餌装置の改善。

2　教科の節減と糞尿処理

数料の種類と節減，安価な代替物の開発，厩肥や糞

尿処理など畜舎構造とあわせた検討。

5　ルースハウジング方式の適正規模

更に飼養規模が大きい場合の経済性の検討。


